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9.3 生物・生態系 

 9.3.1 現況調査 

(1) 調査事項及びその選択理由 

調査事項及びその選択理由は、表 9.3-1に示すとおりである。 

表 9.3-1 調査事項及びその選択理由 

調査事項 選択理由 

①生物の状況 
②生育・生息環境 
③生態系の状況 
④土地利用の状況 
⑤法令等による基準等 
⑥東京都等の計画等の状況 

事業の実施に伴い陸上植物の植物相及び植物群落
の変化、陸上動物の動物相及び動物群集の変化、
生育・生息環境の変化及び生態系の変化が考えら
れることから、計画地及びその周辺について、左
記の事項に係る調査が必要である。 

 

(2) 調査地域 

調査地域は、計画地及びその周辺とした。 

 

(3) 調査方法 

1) 生物の状況 

調査は、既存資料調査及び現地調査による方法によった。 

ア．陸上植物の状況 

調査方法は、表 9.3-2に示すとおりである。 

表 9.3-2 陸上植物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・植物相 
・植物群落 

計画地及びその周辺とし
た。 
（図 9.3-1参照） 

・植物相 
夏、秋の二季とした。 

・植物群落 
夏の一季とした。 

・植物相 
任意観察法 

・植物群落 
現地踏査、航空写真の判読
及び既存資料の整理によ
り、植生図を作成した。 
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イ．陸上動物の状況 

調査方法は、表 9.3-3に示すとおりである。 

表 9.3-3 陸上動物の調査方法 

調査事項 調査範囲・地点 調査時期・期間 調査手法 

・哺乳類 
・鳥類 
・両生類・は虫類 
・昆虫類 
・クモ類 

計画地及びその周辺と
し、以下の地点とした。 
（図 9.3-1参照） 
・鳥類 

１定点、１ラインとし
た。 

・昆虫類(トラップ) 
１地点とした。 

・クモ類(トラップ) 
1 地点とした。 

・哺乳類 
夏、秋の二季とした。 

・鳥類 
夏、秋、冬の三季とし
た。 

・両生類・は虫類 
夏、秋の二季とした。 

・昆虫類 
夏、秋の二季とした。 

・クモ類 
夏、秋の二季とした。 

・哺乳類 
任意観察法、夜間調査(バ
ットディテクター)によ
る。 

・鳥類 
任意観察法、定点観察法、
ラインセンサス法による。 

・両生類・は虫類 
任意観察法による。 

・昆虫類 
任意観察法、ベイトトラッ
プ法、ライトトラップ法に
よる。 

・クモ類 
任意観察法および補足と
してピットフォールトラ
ップによる。 
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。

 

図 9.3-1 生物・生態系調査地点 
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2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

調査は、「地形図」（国土地理院）、「土地条件図」(平成 25 年８月 国土地理院)の既存資

料の整理によった。 

イ．植生等の状況 

調査は、「自然環境保全基礎調査 植生調査」（平成 11 年～ 環境省自然環境局生物多様

性センター）の既存資料の整理によった。また、現地調査により、計画地及びその周辺の植

生の状況を確認した。調査は、平成 28年８月 31日に実施した。 

ウ．大気環境 

調査は、東京管区気象台の気象データを整理・解析した。 

エ．地域社会とのつながり 

調査は、当該地域の利用状況において、動植物の生育・生息環境の有する機能との関わり

の整理によった。 

3) 生態系の状況 

調査は、現地調査により確認された動植物の生物相互の関わりの整理によった。 

4) 土地利用の状況 

調査は、「東京の土地利用 平成 23年東京都区部」（平成 25年５月 東京都都市整備局）等

の既存資料の整理によった。 

5) 法令等による基準等 

調査は、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律（平成４年法律第 75号）、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律（平成 14 年法律第 88号）等の法令の整理によった。 

6) 東京都等の計画等の状況 

調査は、「第 11 次鳥獣保護管理事業計画」（平成 27年３月 東京都）、「植栽時における在来

種選定ガイドライン」（平成 26年５月 東京都）の計画等の整理によった。 
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(4) 調査期間 

陸上動植物の現地調査は、表 9.3-4に示す時期に実施した。 

なお、平成 29年４月以降に実施した追加調査は、資料編に調査結果を整理している。 

表 9.3-4 調査時期 

調査地域 調査項目 調査時期 

有明テニスの森

公園 

陸上植物の 

状況 

植物相 

 

夏季：平成 28年 8月 31日 

秋季：平成 28年 10月 7日 

植物群落 夏季：平成 28年 8月 31日 

陸上動物の 

状況 

哺乳類 夏季：平成 28年 8月 24日 

秋季：平成 28年 10月 7日 

鳥類 夏季：平成 28年 8月 31日 

秋季：平成 28年 9月 29日 

冬季：平成 29年 1月 16日 

は虫類 夏季：平成 28年 8月 24日 

秋季：平成 28年 10月 7日 

両生類 夏季：平成 28年 8月 24日 

秋季：平成 28年 10月 7日 

昆虫類 夏季：平成 28年 8月 16,17,18日 

秋季：平成 28年 10月 3,4日 

クモ類 夏季：平成 28年 8月 16,17,18日 

秋季：平成 28年 10月 3,4日 
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(5) 調査結果 

1) 生物の状況 

ア．陸上植物の状況 

(ｱ) 確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-5(1)～(3)に示すとおり 68科 170

種の植物が確認された。 

計画地内の木本類は植栽されたものであり、常緑広葉樹ではクスノキ、マテバシイ、タ

ブノキ等、落葉広葉樹ではケヤキ、アキニレ、コナラ、ソメイヨシノ、ツツジ類等が多く

見られている。草本類は、園路脇にはヒメジョオン、オオバコなどの路傍雑草、芝生広場

にはメヒシバ、シロツメクサなどの低茎草本、テニスコートを囲むネットにはヤブガラシ、

ヤイトバナ等のつる性植物が確認された。 

表 9.3-5(1) 植物確認種 

No. 科名 和名 

1 トクサ科 スギナ 

2   トクサ 

3 フサシダ科 カニクサ 

4 オシダ科 ヤブソテツ 

5 メシダ科 イヌワラビ 

6 マツ科 モミ 

7   アカマツ 

8 スギ科 メタセコイア 

9 ヒノキ科 ヒヨクヒバ 

10   カイヅカイブキ 

11 ヤマモモ科 ヤマモモ 

12 カバノキ科 アカシデ 

13   イヌシデ 

14 ブナ科 クリ 

15   スダジイ 

16   マテバシイ 

17   アカガシ 

18   シラカシ 

19 
 

ウバメガシ 

20   コナラ 

21 ニレ科 ムクノキ 

22   エノキ 

23   アキニレ 

24   ケヤキ 

25 クワ科 クワクサ 

26   ヤマグワ 

27 イラクサ科 クサマオ 

28 タデ科 イヌタデ 

29   エゾノギシギシ 

30 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ 

31 オシロイバナ科 オシロイバナ 

32 スベリヒユ科 スベリヒユ 

33 ヒユ科 ヒカゲイノコズチ 

34   イヌビユ 

35 クスノキ科 クスノキ 

36   ヤブニッケイ 

37   タブノキ 

38   シロダモ 

39 メギ科 ヒイラギナンテン 

40 ドクダミ科 ドクダミ 

41 ツバキ科 ヤブツバキ 

42   サザンカ 

43   ヒメシャラ 

44   ナツツバキ 

45   モッコク 

46 ケシ科 タケニグサ 

47 マンサク科 ヒュウガミズキ 

48 ユキノシタ科 アジサイ 

49 トベラ科 トベラ 

50 バラ科 クサボケ 

51   カリン 



9.3生物・生態系 

- 123 - 

表 9.3-5(2) 植物確認種 

No. 科名 和名 

52 〔バラ科〕 ビワ 

53   ヤマブキ 

54   カナメモチ 

55   オオシマザクラ 

56 
 

ユスラウメ 

57   ソメイヨシノ 

58   タチバナモドキ 

59   ナワシロイチゴ 

60   コデマリ 

61   ユキヤナギ 

62 マメ科 ハナズオウ 

63   ヤハズソウ 

64   クズ 

65   ハリエンジュ 

66   シロツメクサ 

67   フジ 

68 カタバミ科 カタバミ 

69   ムラサキカタバミ 

70   オッタチカタバミ 

71 トウダイグサ科 コニシキソウ 

72   アカメガシワ 

73   ナンキンハゼ 

74 ユズリハ科 ユズリハ 

75 ウルシ科 ハゼノキ 

76 カエデ科 トウカエデ 

77   イロハモミジ 

78 モチノキ科 イヌツゲ 

79   モチノキ 

80 ツゲ科 ツゲ 

81 ブドウ科 ヤブガラシ 

82   ツタ 

83   エビヅル 

84 ホルトノキ科 ホルトノキ 

85 アオイ科 ムクゲ 

86 グミ科 ツルグミ 

87 ウリ科 カラスウリ 

88 ザクロ科 ザクロ 

89 アカバナ科 メマツヨイグサ 

90   ユウゲショウ 

91 ミズキ科 ヤマボウシ 

92   ハナミズキ 

93 ウコギ科 タラノキ 

94   カクレミノ 

95   ヤツデ 

96   キヅタ 

97 セリ科 チドメグサ 

98 リョウブ科 リョウブ 

99 ツツジ科 ドウダンツツジ 

100   サツキ 

101   キリシマツツジ 

102   ヤマツツジ 

103   オオムラサキ 

104   トウゴクミツバツツジ 

105 カキノキ科 カキノキ 

106 エゴノキ科 エゴノキ 

107 モクセイ科 トウネズミモチ 

108   イボタノキ 

109   キンモクセイ 

110 キョウチクトウ科 キョウチクトウ 

111 アカネ科 ヤイトバナ 

112 ヒルガオ科 コヒルガオ 

113 ムラサキ科 キュウリグサ 

114 シソ科 トウバナ 

115 ナス科 ヒヨドリジョウゴ 

116   アメリカイホオズキ 

117 ゴマノハグサ科 サギゴケ 

118 オオバコ科 オオバコ 

119   ヘラオオバコ 

120 スイカズラ科 ハナゾノツクバネウツギ 

121   スイカズラ 

122   ガマズミ 

123 キク科 ヨモギ 

124   コセンダングサ 

125   アメリカオニアザミ 
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表 9.3-5(3) 植物確認種 

No. 科名 和名 

126 〔キク科〕 オオアレチノギク 

127   ダンドボロギク 

128   ヒメムカシヨモギ 

129   ツワブキ 

130  ハハコグサ 

131   チチコグサ 

132   チチコグサモドキ 

133   ウラジロチチコグサ 

134   イワニガナ 

135   アキノノゲシ 

136   ヤブタビラコ 

137   セイタカアワダチソウ 

138   オニノゲシ 

139   ノゲシ 

140   ヒメジョオン 

141   セイヨウタンポポ 

142 ユリ科 ヤブラン 

143   ジャノヒゲ 

144   シオデ 

145 ヤマノイモ科 オニドコロ 

146 ツユクサ科 ツユクサ 

147 イネ科 メリケンカルカヤ 

148   イヌムギ 

149   メヒシバ 

150   アキメヒシバ 

151   オヒシバ 

152   コスズメガヤ 

153   ススキ 

154   コチヂミザサ 

155   シマスズメノヒエ 

156   タチスズメノヒエ 

157   アズマネザサ 

158   アキノエノコログサ 

159   キンエノコロ 

160   エノコログサ 

161   ムラサキエノコロ 

162   セイバンモロコシ 

163   ネズミノオ 

164   シバ 

165 ヤシ科 シュロ 

166 サトイモ科 クワズイモ 

167 カヤツリグサ科 ナキリスゲ 

168   ヒメクグ 

169   カヤツリグサ 

170 ラン科 マヤラン 
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(ｲ) 注目される植物種 

確認された植物のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のお

それのある野生生物の種のリスト 植物Ⅰ(維管束植物)）」（平成 24 年８月 環境省）の

記載種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）に該当

する掲載種を注目される植物種として抽出した結果、表 9.3-6に示す１種が該当した。 

注目される植物種の生態及び確認状況は、表 9.3-7に示すとおりである。 

 

表 9.3-6 注目される植物 

No. 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 ラン科 マヤラン   VU  

計 1科 1種 0種 0種 1種 0種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 植物Ⅰ(維管束植物)）」（平成 24

年８月 環境省）の記載種 

  VU:絶滅危惧 II類 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都の区部に該当する掲載種） 

 

 

表 9.3-7 注目される植物の生態及び確認状況 

【種  名】：マヤラン 

【分  布】：本州（関東以西）、四国、九州 

【形  態】：常緑広葉樹林下に生える菌従属栄養性の地生ラン

で、花期は 7月～8月。 

【確認状況】：夏季及び秋季に、計画地内の常緑植栽樹群の林床に

生育する個体が確認された。 

 

注)分布及び形態は、「日本の絶滅のおそれのある野生生物 植物Ⅰ」（環境省）による。 
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(ｳ) 植物群落 

植生調査結果を基に計画地及びその周辺に分布する植物群落等を区分した結果、表

9.3-8に示すとおりである。 

調査地域は、木本群落が２区分、単子葉草本群落が１区分、人工構造物その他区分が２

区分、計５区分に分類された。 

表 9.3-8 植生区分 

植生区分 群落名 概要 

木本群落 植栽樹群（落葉） ケヤキやアキニレ、コナラ、ソメイヨシノ、
ツツジ類等の落葉広葉樹が優占する植栽
樹群。 

  
植栽樹群（常緑） クスノキやマテバシイ、タブノキ等の常緑

広葉樹が優占する植栽樹群。 

草本群落 芝地 メヒシバが優占するほか、シロツメクサ等
が混生する。 

その他 テニスコート 土地利用がテニスコートのもの。 

  人工建造物・駐車場 土地利用が建築物等のもの。 
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イ．陸上動物の状況 

(ｱ) 哺乳類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-9に示すとおりである。夏季の

夜間調査でヒナコウモリ科の飛翔が確認され、確認種数は１目１科１種であった。 

表 9.3-9 哺乳類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

1 コウモリ目 ヒナコウモリ科 ヒナコウモリ科 ○ 
 

計 1目 1科 1種 1種 0種 

 

ｂ．注目される種 

確認された哺乳類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト ほ乳類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）に該当す

る掲載種はなかった。 

 

(ｲ) 鳥類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-10 に示すとおり８目 15 科 19

種の鳥類が確認された。 

確認された鳥類は、陸鳥ではキジバト、コゲラ、ハシブトガラス、シジュウカラ、ム

クドリ、スズメ、カワラバトなど樹林性の種と市街地に多い種、林縁や裸地・草地に多

いシロハラ、ツグミ、ハクセキレイ、水鳥ではカワウ、アオサギ、ユリカモメが確認さ

れた。また、猛禽類のトビとハヤブサが確認された。 

計画地周辺では、まとまった樹林を有する場所が少なく水辺が無いため、水鳥は上空

通過個体のみ確認された。また、外来種であるカワラバトも確認された。 
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表 9.3-10 鳥類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 冬季 

1 ハト目 ハト科 キジバト ○ ○ ○ 

2 カツオドリ目 ウ科 カワウ     ○ 

3 ペリカン目 サギ科 アオサギ ○     

4 チドリ目 カモメ科 ユリカモメ     ○ 

5 タカ目 タカ科 トビ ○ ○ ○ 

6 キツツキ目 キツツキ科 コゲラ   ○ ○ 

7 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ ○     

8 スズメ目 カラス科 オナガ ○ ○   

9     ハシボソガラス ○ ○   

10     ハシブトガラス ○ ○ ○ 

11   シジュウカラ科 シジュウカラ ○ ○ ○ 

12   ヒヨドリ科 ヒヨドリ   ○ ○ 

13   メジロ科 メジロ   ○ ○ 

14   ムクドリ科 ムクドリ ○ ○ ○ 

15   ヒタキ科 シロハラ     ○ 

16     ツグミ     ○ 

17   スズメ科 スズメ ○ ○ ○ 

18   セキレイ科 ハクセキレイ     ○ 

19 （ハト目） （ハト科） カワラバト(ドバト) ○ ○ ○ 

計 8目 15科 19種 11種 12種 15種 
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ｂ．注目される種 

確認された鳥類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅

のおそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載種及

び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）に該当する掲

載種を注目される鳥類として抽出した結果、表 9.3-11に示す２種が該当した。 

注目される鳥類の生態及び確認状況は、表 9.3-12に示すとおりである。 

表 9.3-11 注目される鳥類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 タカ目 タカ科 トビ    NT 

2 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ  国内 VU EN 

計 2目 2科 2種 0種 1種 1種 2種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に基づく

天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国内希少野生動

植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 鳥類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種 

  VU:絶滅危惧 II類  

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  EN：絶滅危惧 IＢ類 NT:準絶滅危惧  

 

表 9.3-12 注目される鳥類の生態及び確認状況 

【種  名】：トビ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では

冬鳥。 

【形  態】：海岸部や平地の、河川・池沼に多いが、高山にも生息する。樹

林で繁殖し、主に死肉を食べるが、ネズミ類、へビ類、カエル

類などの小動物を食べることもある。 

【確認状況】：夏季～冬季調査において、調査範囲の上空を飛翔する個体が確

認された。 
 

出典：「レッドデータブック東京 2013」 

【種  名】：ハヤブサ 

【分  布】：本州、四国、九州では留鳥または漂鳥。南西諸島では、冬鳥。 

【形  態】：平地から山地の海岸、河口、河川、湖沼、耕作地などに生息し、

一般に崖地の岩棚や横穴で繁殖する。主に飛んでいる鳥類を捕

まえて食べる。 

【確認状況】：夏季調査において、調査範囲の上空を飛翔する個体が確認され

た。 

出典：「レッドデータブック東京 2013」 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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(ｳ) は虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-13に示すとおりである。計画

地内各所の樹名板の裏に潜むほか、夏季の夜間調査時に建物の壁面を徘徊するニホン

ヤモリが確認され、確認種数は１目１科１種であった。 

表 9.3-13 は虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

1 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ ○   

計 1目 1科 1種 1種 1種 

 

ｂ．注目される種 

確認されたは虫類のうち、文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）に基づく天然記

念物、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）

に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種の

リスト 爬虫類)」（平成 24年８月 環境省）の記載種及び「レッドデータブック東京

2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都）の掲載種を抽出した結果、表 9.3-14 に示

すニホンヤモリが該当した。 

注目されるは虫類の生態及び確認状況は、表 9.3-15に示すとおりである。 

表 9.3-14 注目されるは虫類 

No. 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 有鱗目 ヤモリ ニホンヤモリ       VU 

計 1目 1科 1種 0種 0種 0種 1種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）に基づ

く天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75 号）に基づく国内希少野生

動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト は虫類)」（平成 24 年８月 環境省）の記

載種 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 

表 9.3-15 注目されるは虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ニホンヤモリ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：全長 10～14cm程度。体色は淡い灰色に暗褐色の斑紋がある

が、温度などにより大きく変わる。体は平たく指先が扁平

で壁を垂直に登ったり、天井なども巧みに素早く動く。尾

は自切する。瞼がなく目を閉じることはない。夜行性でク

モ類、ガなど小昆虫を食べる。 

【確認状況】：夏季調査において、計画地全域で樹名板の裏に潜む個体や

建物の壁面を徘徊する個体が確認された。 

 
注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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(ｴ) 両生類 

ａ．確認種 

現地調査により、両生類は確認されなかった。 

ｂ．注目される種 

現地調査により、両生類の注目される種は確認されなかった。 

 

(ｵ) 昆虫類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-16(1)～(3)に示すとおり 11目

94科 220種の昆虫類が確認された。 

計画地は既存の有明テニスの森公園であり、常緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽樹林群の

ほか、芝生広場には草地環境が存在する。確認された主な昆虫類は、ムラサキツバメ、

ニレハムシやニレキリガ、タブグンバイやアオスジアゲハ等の樹林性昆虫、モンキチョ

ウ、ベニシジミやヤマトシジミ本土亜種、イナズマヨコバイ、シバツトガ、ショウリョ

ウバッタ、クルマバッタモドキ等の草地性昆虫が確認された。 
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表 9.3-16(1) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

1 ﾄﾝﾎﾞ目 ｲﾄﾄﾝﾎﾞ科 ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ ○ ○ 
2 

 
ﾔﾝﾏ科 ｷﾞﾝﾔﾝﾏ ○   

3   ﾄﾝﾎﾞ科 ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ ○   
4     ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ ○ ○ 
5     ｱｷｱｶﾈ   ○ 
6     ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ ○   
7 ｺﾞｷﾌﾞﾘ目 ｺﾞｷﾌﾞﾘ科 ｸﾛｺﾞｷﾌﾞﾘ ○ ○ 
8 

 
  ﾔﾏﾄｺﾞｷﾌﾞﾘ ○   

9 ｼﾛｱﾘ目 ﾐｿﾞｶﾞﾗｼﾛｱﾘ科 ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ   ○ 
10 ﾊｻﾐﾑｼ目 ﾏﾙﾑﾈﾊｻﾐﾑｼ科 ｷｱｼﾊｻﾐﾑｼ ○   
11 ﾊﾞｯﾀ目 ﾂﾕﾑｼ科 ﾋﾒｸﾀﾞﾏｷﾓﾄﾞｷ   ○ 
12 

 
ｷﾘｷﾞﾘｽ科 ﾎｼｻｻｷﾘ   ○ 

13   ｸﾋﾞｷﾘｷﾞｽ   ○ 
14   ﾏﾂﾑｼ科 ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ   ○ 
15     ｱｵﾏﾂﾑｼ   ○ 
16   ｺｵﾛｷﾞ科 ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ   ○ 
17     ﾐﾂｶﾄﾞｺｵﾛｷﾞ   ○ 
18     ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ ○ ○ 
19   ｶﾈﾀﾀｷ科 ｶﾈﾀﾀｷ ○ ○ 
20   ｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ科 Myrmecophilus 属 ○   
21   ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ科 ﾏﾀﾞﾗｽｽﾞ ○ ○ 
22     ｼﾊﾞｽｽﾞ ○ ○ 
23   ﾊﾞｯﾀ科 ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ   ○ 
24     ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀﾓﾄﾞｷ ○ ○ 
25     ｲﾎﾞﾊﾞｯﾀ   ○ 
26   ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ科 ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ○ ○ 
27 ｶﾒﾑｼ目 ｳﾝｶ科 ｺﾞﾏﾌｳﾝｶ ○ ○ 
28     ｾｼﾞﾛｳﾝｶ   ○ 
29     ｾｼﾞﾛｳﾝｶﾓﾄﾞｷ   ○ 
30   ｱｵﾊﾞﾊｵﾛﾓ科 ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ ○   
31   ｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ科 ﾋﾗﾀｸﾞﾝﾊﾞｲｳﾝｶ ○ ○ 
32   ｾﾐ科 ｸﾏｾﾞﾐ ○   
33     ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ ○ ○ 
34     ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ ○   
35     ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ ○   
36     ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ ○   
37   ｱﾜﾌｷﾑｼ科 ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ   ○ 
38   ﾖｺﾊﾞｲ科 ｵｵﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ 
39     ｼﾛﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ   ○ 
40     ｸﾛﾐｬｸｲﾁﾓﾝｼﾞﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ 
41     Naratettix rubrovittatus   ○ 
42     ﾓﾝｷﾋﾛｽﾞﾖｺﾊﾞｲ ○   
43     ﾏﾀﾞﾗﾖｺﾊﾞｲ ○   
44     ｲﾅｽﾞﾏﾖｺﾊﾞｲ ○   
45    ｸﾛｽｼﾞﾎｿｻｼﾞﾖｺﾊﾞｲ  ○ ○ 
46     ｵｻﾖｺﾊﾞｲ ○ ○ 
47   ｷｼﾞﾗﾐ科 ﾑﾂﾎﾞｼｷｼﾞﾗﾐ ○   
48   ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科 ｱﾜﾀﾞﾁｿｳｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○ 
49    ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼｸﾞﾝﾊﾞｲ   ○ 
50  

 
ﾍｸｿｶｽﾞﾗｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○ 

51     ﾀﾌﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○ 
52     ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ ○ ○ 
53   ﾊﾅｶﾒﾑｼ科 Orius 属 ○   
54   ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科 ｽﾞｱｶｼﾀﾞｶｽﾐｶﾒ   ○ 
55     ﾋｮｳﾀﾝｶｽﾐｶﾒ ○   
56    ｳｽﾓﾝﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○ ○ 
57    ｲﾈﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ ○ ○ 
58   ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ科 ﾐﾅﾐﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ ○ ○ 
59   ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ 
60  ﾍﾘｶﾒﾑｼ科 ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ   ○ 
61    ﾐﾅﾐﾄｹﾞﾍﾘｶﾒﾑｼ ○   
62   ｲﾄｶﾒﾑｼ科 ｲﾄｶﾒﾑｼ ○ ○ 
63  ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科 ﾋﾒｵｵﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○ 
64    ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ 
65     ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ○ ○ 
66     Pachygrontha 属   ○ 
67    ｽｺｯﾄﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ 
68    ｲﾁｺﾞﾁﾋﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ   ○ 
69   ﾂﾉｶﾒﾑｼ科 ｾｱｶﾂﾉｶﾒﾑｼ ○   
70     ﾍﾞﾆﾓﾝﾂﾉｶﾒﾑｼ   ○ 
71   ﾂﾁｶﾒﾑｼ科 ﾂﾁｶﾒﾑｼ   ○ 
72   ｶﾒﾑｼ科 ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ   ○ 
73     ﾂﾔｱｵｶﾒﾑｼ   ○ 
74     ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ ○ ○ 
75   ﾏﾙｶﾒﾑｼ科 ﾏﾙｶﾒﾑｼ   ○ 
76 ｱﾐｶｹﾞﾛｳ目 ｺﾅｶｹﾞﾛｳ科 ｷﾊﾞﾗｺﾅｶｹﾞﾛｳ   ○ 
77   ｸｻｶｹﾞﾛｳ科 ﾖﾂﾎﾞｼｸｻｶｹﾞﾛｳ ○   
78     ﾆｯﾎﾟﾝｸｻｶｹﾞﾛｳ   ○ 
79    ｶｵﾏﾀﾞﾗｸｻｶｹﾞﾛｳ ○   
80     ｱﾐﾒｸｻｶｹﾞﾛｳ ○   
81 ﾁｮｳ目 ｷﾊﾞｶﾞ科 ｷﾊﾞｶﾞ科 ○   
82   ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ科 ﾏﾙﾊｷﾊﾞｶﾞ科 ○   
83   ﾆｾﾏｲｺｶﾞ科 Stathmopoda 属   ○ 
84   ﾊﾏｷｶﾞ科 ﾊﾏｷｶﾞ科 ○   
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表 9.3-16(2) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

85 〔ﾁｮｳ目〕 ｲﾗｶﾞ科 ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ   ○ 
86   ﾏﾀﾞﾗｶﾞ科 ﾀｹﾉﾎｿｸﾛﾊﾞ   ○ 
87 

 
ｾｾﾘﾁｮｳ科 ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ ○ ○ 

88   ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科 ﾑﾗｻｷﾂﾊﾞﾒ ○ ○ 
89     ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ   ○ 
90     ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ ○   
91     ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 ○ ○ 
92   ﾀﾃﾊﾁｮｳ科 ｱｶﾎﾞｼｺﾞﾏﾀﾞﾗ ○ ○ 
93     ｷﾀﾃﾊ   ○ 
94   ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科 ｱｵｽｼﾞｱｹﾞﾊ ○ ○ 
95     ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種   ○ 
96     ｱｹﾞﾊ ○   
97   ｼﾛﾁｮｳ科 ﾓﾝｷﾁｮｳ ○   
98     ｷﾀｷﾁｮｳ   ○ 
99   ﾄﾘﾊﾞｶﾞ科 ｺﾌﾞﾄﾞｳﾄﾘﾊﾞ   ○ 
100   ﾂﾄｶﾞ科 ﾓﾝｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ ○   
101     ｷｱﾔﾋﾒﾉﾒｲｶﾞ ○ ○ 
102     Herpetogramma 属   ○ 
103     ﾏﾒﾉﾒｲｶﾞ   ○ 
104     ﾜﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ ○   
105     ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ   ○ 
106     ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ ○   
107     ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ ○ ○ 
108   ﾒｲｶﾞ科 ｱｶﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ ○   
109   ｼｬｸｶﾞ科 ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ本州以南亜種 ○   
110     ｸﾛﾌｳｽｱｵﾅﾐｼｬｸ   ○ 
111   ﾔﾏﾏﾕｶﾞ科 ｵｵﾐｽﾞｱｵ ○   
112   ｼｬﾁﾎｺｶﾞ科 ﾓﾝｸﾛｼｬﾁﾎｺ ○   
113   ﾋﾄﾘｶﾞ科 ﾔﾈﾎｿﾊﾞ ○   
114     ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ ○ ○ 
115   ﾔｶﾞ科 ﾆﾚｷﾘｶﾞ ○   
116     ﾀﾊﾞｺｶﾞ   ○ 
117     ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ ○   
118 ﾊｴ目 ﾇｶｶ科 ﾇｶｶ科   ○ 
119   ﾕｽﾘｶ科 Chironomus 属   ○ 
120   ｶ科 ﾋﾄｽｼﾞｼﾏｶ   ○ 
121   ｷﾉｺﾊﾞｴ科 ｷﾉｺﾊﾞｴ科   ○ 
122   ﾐｽﾞｱﾌﾞ科 ﾊﾗｷﾝﾐｽﾞｱﾌﾞ ○   
123   ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ科 ﾅｶﾞﾄﾐﾋﾒﾑｼﾋｷ ○   
124   ﾋｻﾏﾂﾑｼﾋｷ   ○ 
125  ﾂﾘｱﾌﾞ科 ｸﾛﾊﾞﾈﾂﾘｱﾌﾞ ○   
126  ﾊﾅｱﾌﾞ科 ｸﾛﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ 
127    ｱｲﾉｵﾋﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ 
128    ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ   ○ 
129      ﾎｿﾋﾒﾋﾗﾀｱﾌﾞ ○   
130    ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科 Drosophila 属   ○ 
131    ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ科 ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ ○   
132    ﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ科 ﾆﾉﾐﾔﾄﾋﾞｸﾁﾐｷﾞﾜﾊﾞｴ   ○ 
133    ｼﾏﾊﾞｴ科 Homoneura 属 ○   
134    ﾔﾁﾊﾞｴ科 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾔﾁﾊﾞｴ ○ ○ 
135    ｲｴﾊﾞｴ科 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞｸｷｲｴﾊﾞｴ ○   
-     Atherigona 属   ○ 

136      Coenosia 属 ○   
137      Limnophora 属 ○   
138      ｼﾅﾎｿｶﾄﾘﾊﾞｴ   ○ 
139      ｼﾘﾓﾁﾊﾅﾚﾒｲｴﾊﾞｴ ○   
140    ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ﾔﾄﾞﾘﾊﾞｴ科 ○   
141  ｺｳﾁｭｳ目 ｵｻﾑｼ科 ﾆｾﾏﾙｶﾞﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   
142      ﾁﾋﾞｶﾀｷﾊﾞｺﾞﾐﾑｼ ○   
143      ｾｱｶﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ ○   
144      ｹｳｽｺﾞﾓｸﾑｼ ○   
145      ｳｽｱｶｸﾛｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ 
146      ｵｵﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ   ○ 
147      ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ ○   
148      ｲﾂﾎｼﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ   ○ 
149      ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 

 
○ 

150      ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ 
  

151    ﾊﾈｶｸｼ科 ﾊﾈｶｸｼ科 
  

152    ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ 
  

153      ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○ ○ 
154      ﾏﾙｶﾞﾀﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ ○ 

 
155      ﾏﾒｺｶﾞﾈ ○ 

 
156      ｼﾗﾎｼﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ ○ 
157      ｼﾛﾃﾝﾊﾅﾑｸﾞﾘ ○ 

 
158      ｶﾌﾞﾄﾑｼ ○ 

 
159    ｺﾒﾂｷﾑｼ科 ｻﾋﾞｷｺﾘ ○   
160  

 
ﾃﾝﾄｳﾑｼ科 ﾑｰｱｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ ○ ○ 

161      ﾅﾐﾃﾝﾄｳ ○ ○ 
162      ﾌﾀﾎｼﾃﾝﾄｳ   ○ 
163      ｷｲﾛﾃﾝﾄｳ   ○ 
164      ﾀﾞﾝﾀﾞﾗﾃﾝﾄｳ ○   
165      ﾓﾝｸﾁﾋﾞﾙﾃﾝﾄｳ   ○ 
166      ｸﾓｶﾞﾀﾃﾝﾄｳ ○ ○ 



9.3生物・生態系 

- 134 - 

表 9.3-16(3) 昆虫類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

167  （ｺｳﾁｭｳ目） （ﾃﾝﾄｳﾑｼ科） ｸﾛﾍﾘﾋﾒﾃﾝﾄｳ   ○ 
168      ｸﾛﾂﾔﾃﾝﾄｳ   ○ 
169    ｹｼｷｽｲ科 ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ ○ ○ 
170    ﾊﾑｼ科 ﾋﾒﾃﾝﾄｳﾉﾐﾊﾑｼ   ○ 
171      ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ ○   
172      ｸﾛｳﾘﾊﾑｼ ○   
173      ﾋﾒﾄﾞｳｶﾞﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ   ○ 
174      ｸﾛﾎﾞｼﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○   
175      ｵｵﾊﾞｺﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○   
176      ﾙﾘﾅｶﾞｽﾈﾄﾋﾞﾊﾑｼ ○   
177      ﾆﾚﾊﾑｼ ○ ○ 
178      ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ   ○ 
179    ｵﾄｼﾌﾞﾐ科 ﾊｲｲﾛﾁｮｯｷﾘ ○   
180    ｿﾞｳﾑｼ科 ﾂﾂｼﾞﾄｹﾞﾑﾈｻﾙｿﾞｳﾑｼ ○   
181      ｽｸﾞﾘｿﾞｳﾑｼ ○ ○ 
182      ﾋﾚﾙｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ   ○ 
183      ｻﾋﾞﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ   ○ 
-     ｿﾞｳﾑｼ科   ○ 

184  ﾊﾁ目 ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科 ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ ○ ○ 
185    ﾊﾊﾞﾁ科 ﾊｸﾞﾛﾊﾊﾞﾁ   ○ 
186      ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ ○ ○ 
187      Nematus 属 ○   
188    ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科 ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科 ○ ○ 
189    ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾞﾁ科 ○ ○ 
190    ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科 ﾄﾋﾞｺﾊﾞﾁ科 ○   
191    ｵﾅｶﾞｺﾊﾞﾁ科 ｵﾅｶﾞｺﾊﾞﾁ科 ○   
192    ﾀﾏﾊﾞﾁ科 ﾀﾏﾊﾞﾁ科 ○   
193    ｱﾘ科 ｵｵﾊﾘｱﾘ ○ ○ 
194      ｸﾛｵｵｱﾘ ○ ○ 
195      ﾖﾂﾎﾞｼｵｵｱﾘ   ○ 
196  

  
ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ ○ ○ 

197      ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ ○ ○ 
198      ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ   ○ 
199      ｸﾛﾔﾏｱﾘ ○ ○ 
200      ｸﾛｸｻｱﾘ ○ ○ 
201      ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ ○ ○ 
202      ｱﾒｲﾛｱﾘ ○ ○ 
203      ｻｸﾗｱﾘ ○ ○ 
204      ｵｵｽﾞｱﾘ ○ ○ 
205      ｱﾐﾒｱﾘ ○ ○ 
206      ｲﾄｳｶｷﾞﾊﾞﾗｱﾘ   ○ 
207      ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ ○ ○ 
208      ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ ○ ○ 
-     ｱﾘ科 ○   

209    ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ科 ｵｵﾌﾀｵﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ本土亜種 ○   
210      ｽｽﾞﾊﾞﾁ ○   
211    ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ科 ｾｸﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ本土亜種 ○   
212      ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ   ○ 
213    ｸﾓﾊﾞﾁ科 Auplopus 属   ○ 
214    ｺﾂﾁﾊﾞﾁ科 Tiphia 属 ○ ○ 
215    ﾂﾁﾊﾞﾁ科 ﾋﾒﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ本土亜種 ○ ○ 
216      ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○ ○ 
217      ｷｵﾋﾞﾂﾁﾊﾞﾁ ○   
218    ｱﾅﾊﾞﾁ科 ｸﾛｱﾅﾊﾞﾁ本土亜種 ○   
219    ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科 ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ ○   
220      Lasioglossum 属   ○ 

合計 11 目 94 科 220 種 142 種 145 種 
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ｂ．注目される種 

確認された昆虫類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある

野生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト

（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24年８月 環境省）の

記載種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都に該当

する掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.3-17に示す４種が該当した。 

注目される昆虫類の生態及び確認状況は、表 9.3-18に示すとおりである。 

表 9.3-17 注目される昆虫類 

No 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 ﾊﾞｯﾀ目 ﾏﾂﾑｼ科 ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ     DD 

2 ﾁｮｳ目 ﾔﾏﾔﾏﾕｶﾞ科 ｵｵﾐｽﾞｱｵ     VU 

3   ﾋﾄﾘｶﾞ科 ﾔﾈﾎｿﾊﾞ   NT   

4 ｺｳﾁｭｳ目 ｺｶﾞﾈﾑｼ科 ｼﾗﾎｼﾊﾅﾑｸﾞﾘ     EX 

計 3目 4科 4種 0種 0種 1種 3種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

  NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  EX:絶滅 VU:絶滅危惧 II類 NT:準絶滅危惧 DD:情報不足 
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表 9.3-18 注目される昆虫類の生態及び確認状況 

【種  名】：ヒロバネカンタン 

【分  布】：本州、四国、九州、対馬、南西諸島 

【形  態】：淡緑色で、腹面は黒くならない。カンタンに似るが、オス

の前翅はやや幅広く、メスの産卵器はやや長め。空地、畑

地、荒地、海浜などに成立した乾性草地に生息する。 

【確認状況】：秋季に、計画地内の低茎草地で個体が確認された。 

 

 
出典：「レッドデータ東京 2013」 

【種  名】：オオミズアオ  

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、対馬 

【形  態】：翅の地色は青白色。夏型の個体は黄色味を帯びるものがあ

る。前翅前縁は赤茶色。尾状突起は雄の方が長い。 

【確認状況】：夏季に、計画地内の路上で死骸が確認された。 

 
【種  名】：ヤネホソバ 

【分  布】：本州（宮城県以西）、四国、九州、対馬、屋久島、南西諸島 

【形  態】：年 3～4 化、4～9 月に出現する。幼虫は地衣類、苔類を食

す。わらぶき屋根の農家等で大発生をし、毒刺毛で人的被

害を与える害虫として知られる。 

【確認状況】：夏季に、計画地内の林縁において任意採集により確認され

た。 

 
【種  名】：シラホシハナムグリ 

【分  布】：北海道、本州、四国、九州、対馬 

【形  態】：黒銅色から暗赤銅色、前胸背及び上翅にはまばらに白斑を

散布する。頭楯の前縁は直線状で軽く上反し、翅端は小さ

く突出する。雄の腹部腹板中央には明瞭な縦溝がある。成

虫には夏にクヌギやコナラの樹液に集まる。 

【確認状況】：夏季に、計画地内の林縁において任意採集により確認され

た。 

 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）、「Red Data Book 2014―日

本の絶滅のおそれのある野生生物 5 昆虫類 」（平成 26年２月 環境省）による。 
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(ｶ) クモ類 

ａ．確認種 

現地調査により、計画地及びその周辺において表 9.3-19 に示すとおり１目 19 科 40

種のクモ類が確認された。 

計画地は既存の有明テニスの森公園であり、常緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽樹林群

のほか、芝生広場には草地環境が存在する。確認されたクモ類は、ジョロウグモ、ギ

ンメッキゴミグモ、ヒラタグモ等の造網性クモ類のほか、アシダカグモ等の徘徊性ク

モ類が確認された。 

表 9.3-19 クモ類確認種 

No. 目名 科名 種名 
確認状況 

夏季 秋季 

1 ｸﾓ目 ﾄﾀﾃｸﾞﾓ科 ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ   ○ 

2  ﾕｳﾚｲｸﾞﾓ科 ﾕｳﾚｲｸﾞﾓ ○ ○ 

3  ﾀﾏｺﾞｸﾞﾓ科 ﾅﾙﾄﾐﾀﾞﾆｸﾞﾓ ○   

4  ﾋﾒｸﾞﾓ科 ｼﾛｶﾈｲｿｳﾛｳｸﾞﾓ   ○ 

5    ｶｸﾞﾔﾋﾒｸﾞﾓ ○ ○ 

6    ﾆﾎﾝﾋﾒｸﾞﾓ ○ ○ 

7    ｵｵﾋﾒｸﾞﾓ ○ ○ 

8    ｻﾄﾋﾒｸﾞﾓ   ○ 

9    ﾏﾀﾞﾗﾋﾒｸﾞﾓ ○ ○ 

10  ｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ科 ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｸﾞﾓ   ○ 

11    Tetragnatha 属   ○ 

12  ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ科 ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ ○ ○ 

13  ｺｶﾞﾈｸﾞﾓ科 Araneus 属   ○ 

14    ﾅｶﾞｺｶﾞﾈｸﾞﾓ ○   

15    ｷﾞﾝﾒｯｷｺﾞﾐｸﾞﾓ ○ ○ 

16  
 

ﾏﾙｺﾞﾐｸﾞﾓ 
 

○ 

17  
 

ﾄﾞﾖｳｵﾆｸﾞﾓ   ○ 

18  ﾁﾘｸﾞﾓ科 ﾋﾗﾀｸﾞﾓ ○   

19  ｳｽﾞｸﾞﾓ科 ﾏﾈｷｸﾞﾓ ○   

20  ｻｻｸﾞﾓ科 Oxyopes 属 ○ ○ 

21  ﾀﾅｸﾞﾓ科 ｺｸｻｸﾞﾓ ○ ○ 

22    ﾒｶﾞﾈﾔﾁｸﾞﾓ   ○ 

23  ﾂﾁﾌｸﾛｸﾞﾓ科 ｲﾀﾁｸﾞﾓ ○ ○ 

24  ｳﾗｼﾏｸﾞﾓ科 ﾔﾊﾞﾈｳﾗｼﾏｸﾞﾓ ○ ○ 

25  ﾌｸﾛｸﾞﾓ科 ﾏﾀﾞﾗﾌｸﾛｸﾞﾓ   ○ 

26    ﾔﾊｽﾞﾌｸﾛｸﾞﾓ ○   

27  ﾜｼｸﾞﾓ科 ﾜｼｸﾞﾓ科   ○ 

28  ｱｼﾀﾞｶｸﾞﾓ科 ｱｼﾀﾞｶｸﾞﾓ ○   

29  ｴﾋﾞｸﾞﾓ科 Philodromus 属 ○   

30  ｶﾆｸﾞﾓ科 ﾊﾅｸﾞﾓ   ○ 

31    ｾﾏﾙﾄﾗﾌｶﾆｸﾞﾓ ○   

32   ﾔｷﾞﾇﾏﾉｾﾏﾙﾄﾗﾌｶﾆｸﾞﾓ   ○ 

33    Xysticus 属   ○ 

34  ﾊｴﾄﾘｸﾞﾓ科 ﾏﾐｼﾞﾛﾊｴﾄﾘ   ○ 

35    ｱﾀﾞﾝｿﾝﾊｴﾄﾘ   ○ 

36    ﾔｶﾞﾀｱﾘｸﾞﾓ ○   

37    ｱﾘｸﾞﾓ   ○ 

38    ﾐｽｼﾞﾊｴﾄﾘ ○ ○ 

39    Rhene 属   ○ 

40    ｱｵｵﾋﾞﾊｴﾄﾘ ○   

計 1 目 19 科 40 種 22 種 30 種 
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ｂ．注目される種 

確認されたクモ類のうち、文化財保護法に基づく天然記念物、絶滅のおそれのある野

生動植物の種の保存に関する法律に基づく国内希少野生動植物種、「レッドリスト（絶

滅のおそれのある野生生物の種のリスト 昆虫類)」（平成 24 年８月 環境省）の記載

種及び「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25 年３月 東京都に該当する

掲載種を注目される昆虫類として抽出した結果、表 9.3-20に示す１種が該当した。 

注目されるクモ類の生態及び確認状況は、表 9.3-21に示すとおりである。 

  

表 9.3-20 注目されるクモ類 

No 目名 科名 種名 
選定基準注) 

① ② ③ ④ 

1 クモ目 トタテグモ科 キシノウエトタテグモ   NT VU 

計 1目 1科 1種 0種 0種 1種 1種 

注)選定基準 

①文化財保護法（昭和 25年法律第 214号）、東京都文化財保護条例（昭和 51年東京都条例第 25号）

に基づく天然記念物 

②絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第 75号）に基づく国内希

少野生動植物種 

③「レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト クモ類)」（平成 24年８月 環境省）

の記載種 

  NT:準絶滅危惧 

④「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）の区部に該当する掲載種 

  VU:絶滅危惧 II類 

 

表 9.3-21 注目されるクモ類の生態及び確認状況 

【種  名】：キシノウエトタテグモ 

【分  布】：本州、四国、九州 

【形  態】：前体は黒褐色で歩脚はやや赤みを帯びる。腹部は紫褐色、

褐色あるいは黒褐色。トタテグモ下目に属する原始的なク

モで、8 眼 3 爪を有し、書肺は 2 対。上顎は強大で馬鍬を

有し、下顎に多数の歯状突起を備える。前内疣の基部はや

や接近する。地中に比較的短い管状住居を作り、入り口に

扉をつける。 

【確認状況】：秋季に、計画地内のテニスコート脇の斜面で新鮮な死骸 1

個体が確認された。 

 

注)分布及び形態は、「レッドデータブック東京 2013（本土部）」（平成 25年３月 東京都）による。 
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2) 生育・生息環境 

ア．地形等の状況 

地形の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 3)地形及び地物の状況」

（p.66 参照）に示したとおりである。計画地は、10 号埋立地に位置し、東京港修築事業計

画により埋立造成された平坦な人工地盤の地域である。計画地及びその周辺は、地盤高が

T.P.+4m～+5m程度の平坦な地形である。地質の状況は、「9.2 生物の生育・生息基盤 9.2.1 

現況調査 (4)調査結果 2)地形・地質の状況」（p.104 参照）に示したとおりである。計画

地及びその周辺は、上総層群を基盤として、その上位に江戸川層、東京礫層、七号地層が堆

積し、表層付近に有楽町層が堆積し、その上位に埋立層が存在する。 

イ．植生等の状況 

植生等の状況は、「9.2 生物の生育・生息基盤 9.2.1 現況調査 (4)調査結果 5)植

生の状況」（p.110参照）に示したとおりである。計画地及びその周辺は、「残存、植栽樹群

をもった公園、墓地等」、「市街地」、「造成地」の占める割合が多くなっている。 

計画地南東側のシンボルプロムナード公園には、「残存・植栽樹群をもった公園、墓地等」

が分布している。また、現地調査による計画地及びその周辺の現存植生の状況は、図 9.2-10

に示すとおりである。計画地内の植生は、公園のテニスコートを囲むように植栽樹林群（落

葉広葉樹）、植栽樹林群（常緑広葉樹）、芝地が分布している。東側及び北側の一部は、人

工構造物・駐車場が存在している。 

ウ．大気環境 

大気環境の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 1)大気等の状況」

（p.55 参照）に示したとおりである。 

気象の状況は、「9.2 生物の生育・生息基盤 9.2.1 現況調査 (4)調査結果 6)気象の

状況」（p.113参照）に示したとおりである。計画地周辺の東京管区気象台における年間降水

量及び年平均気温の平年値（昭和 56年～平成 22年）は、1,528.8mm、15.4℃である。 

エ．地域社会とのつながり 

計画地は既存の有明テニスの森公園であり、東京港修築事業計画により埋め立てられた平

坦な人工地盤の地域である。計画地内の植生は、公園のテニスコートを囲むように植栽樹林

群（落葉広葉樹）、植栽樹林群（常緑広葉樹）、芝地が分布している。また、計画地南側には

東京臨海広域防災公園、シンボルプロムナード公園等の公園・運動場等があり、これらの公

園には広い芝地を中心に園内に高木が植栽されており、人々の憩い・やすらぎの場として活

用されている。 

3) 生態系の状況 

動植物の現地調査結果を基に、計画地及びその周辺における生態系の機能や構成要素、食物

連鎖による生態系構成要素は、表 9.3-22に示すとおりである。 

計画地及びその周辺は、生産者である植生の状況から生態系の機能として、樹林環境、草地

環境、市街地等の３区分に分類される。これらの環境区分で主に見られる陸上植物、陸上動物

について、食物連鎖による生物の相互の関係を整理し、図 9.3-2に整理した。 

生産者としては、樹林環境ではクスノキ、マテバシイ、タブノキ、ケヤキ、アキニレ、コナ

ラ、ソメイヨシノ、ツツジ類等の植栽樹林、草地環境ではメヒシバ、シロツメクサ等の草本群

落、市街地等ではヒメジョオン、オオバコ、ヤイトバナ、ヤブガラシ等があげられる。 
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生産者である植物の葉や茎、果実、種子等を採食する下位消費者としては、バッタ目、コウ

チュウ目、セミ目、チョウ目等の昆虫類、キジバト等の植食性鳥類があげられる。 

下位消費者である昆虫類等を捕食する中位消費者としては、ヒナコウモリ科の哺乳類、オナ

ガ、シジュウカラ、ヒヨドリ、メジロ、ムクドリ、スズメ等の鳥類のほか、は虫類のニホンヤ

モリがあげられる。 

下位から中位消費者を捕食する上位消費者としては、雑食性のハシブトガラス等があげられ

る。 

食物連鎖の最も上位に位置する最上位消費者としては、行動圏が広く小型鳥類や昆虫類を捕

食するハヤブサ、トビの猛禽類があげられる。 

 

表 9.3-22 環境区分別に見る生態系の状況 

環境区分 樹林環境 草地環境 市街地等 

共通する 

環境要素 

計画地及びその周辺は、10号埋立地に位置し、東京港修築事業計画により埋立造成された

平坦な人工地盤の地域である。標高は約５ｍである。 

上総層群を基盤として、その上位に江戸川層、東京礫層、七号地層が堆積し、表層付近に

有楽町層が堆積し、その上位に埋立層が存在する。 

環境区分別の状況 

樹林環境は、計画地内では

クスノキ、マテバシイ、タブ

ノキ等の常緑広葉樹、ケヤ

キ、アキニレ、コナラ、ソメ

イヨシノ、ツツジ類等の落葉

広葉樹が植栽されている。 

主な動物相は樹林環境に

依存するコゲラ、シジュウカ

ラ等の鳥類、アブラゼミ等の

セミ目、シラホシハナムグリ

等のコウチュウ目が生息す

る。 

草地環境は、計画地内の芝

生広場にメヒシバ、シロツメ

クサの低茎草本、園路脇には

ヒメジョオン、オオバコ等が

生育している。 

主な動物相は、草地環境に

依存するムクドリ等の鳥類

のほか、ヒロバネカンタン、

ショウリョウバッタ等の昆

虫類やヒメアシナガグモ、キ

シノウエトタテグモ等のク

モ類が生息する。 

計画地内の東側及び北側

には人工構造物、駐車場が存

在する。計画地周辺は、集合

住宅、倉庫・運輸関係施設、

教育施設等からなる市街地

が形成されている。 

市街地は主に人工構造物

で占められているが、道路沿

いの街路樹にはクスノキ等

の植栽が見られる。 

主な動物相は、ヒナコウモ

リ科の哺乳類、トンボ類やチ

ョウ類等の昆虫類、スズメ等

の鳥類の利用が見られる。 

生態系 

構成要素 

最上位 

消費者 

鳥 類：ハヤブサ、トビ 鳥 類：ハヤブサ、トビ 鳥 類：ハヤブサ、トビ 

上 位 

消費者 

鳥 類：ハシブトガラス 鳥 類：ハシブトガラス 鳥 類：ハシブトガラス 

中 位 

消費者 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：コゲラ、シジュウカ

ラ 等 

は虫類：ニホンヤモリ 

クモ類：ジョロウグモ、等 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：ムクドリ等 

 

は虫類：ニホンヤモリ 

クモ類：キシノウエトタテグ

モ、ユウレイグモ 

等 

哺乳類：ヒナコウモリ科 

鳥 類：スズメ 等 

 

は虫類：ニホンヤモリ 

 

下 位 

消費者 

鳥 類：キジバト 等 

昆虫類：アブラゼミ、シラホ

シハナムグリ 等 

鳥 類：キジバト 等 

昆虫類：ヒロバネカンタン、

ショウリョウバッ

タ、クルマバッタ、

イチモンジセセリ 

等 

 

昆虫類：シオカラトンボ、ア

オ ス ジ ア ゲ ハ 、  

オオヒラタゴミム

シ 等 

生産者 

植 物：クスノキ、マテバシ

イ、ケヤキ、アキニ

レ 等 

植 物：メヒシバ、シロツメ

クサ、ヒメジョオン、

オオバコ 等 

植 物：クスノキ、マテバシ

イ、ヤイトバナ、ヤ

ブガラシ 等 
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図 9.3-2 食物連鎖に注視した生物相の階層構造 

 

 

4) 土地利用の状況 

土地利用の状況は、「9.1 大気等 9.1.1 現況調査 (4)調査結果 4)土地利用の状況」（p. 

66参照）に示したとおりである。計画地は既存の有明テニスの森公園である。計画地北西側に

は、集合住宅があるほか、倉庫・運輸関係施設や事務所建築物等がある。北東側は、未利用地

や集合住宅等があり、その背後には、江東区立有明小学校や江東区立有明中学校等の教育施設

等がある。南東側には、教育文化施設、厚生医療施設や東京臨海広域防災公園等があり、その

背後には東京ビッグサイトがある。南西側には有明清掃工場等がある。 

ｸｽﾉｷ､ﾏﾃﾊﾞｼｲ、

ｹﾔｷ、ｱｷﾆﾚ 等 
ｸｽﾉｷ､ﾏﾃﾊﾞｼｲ、ﾔｲﾄﾊﾞ
ﾅ､ﾔﾌﾞｶﾞﾗｼ 等 

樹林環境 草地環境 市街地等 

＜生 産 者＞ 

＜下位消費者＞ 

＜中位消費者＞ 

＜最上位消費者＞ 

ﾒﾋｼﾊﾞ､ｼﾛﾂﾒｸｻ､ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ、 

ｵｵﾊﾞｺ 等 

ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ、ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ 

ﾐﾄﾞﾘﾏﾒｺﾞﾓｸﾑｼ 等 

ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｱｵｽｼﾞ

ｱｹﾞﾊ 等 

ﾆﾎﾝﾔﾓﾘ 

ｺｹﾞﾗ､ｼｼﾞｭｳｶﾗ 

等 

ｽｽﾞﾒ、ﾊｸ

ｾｷﾚｲ 等 

ｷｼﾉｳｴﾄﾀﾃｸﾞﾓ、 
ﾕｳﾚｲｸﾞﾓ 等 

＜上位消費者＞ 

ﾊﾔﾌﾞｻ、ﾄﾋﾞ 

ﾋﾅｺｳﾓﾘ科 

ﾋﾛﾊﾞﾈｶﾝﾀﾝ、ｼｮｳﾘｮｳﾊﾞｯﾀ、 

ｸﾙﾏﾊﾞｯﾀ、ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ 等 

ﾑｸﾄﾞﾘ 等 

ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

ｷｼﾞﾊﾞﾄ 等 

ｼﾞｮﾛｳｸﾞﾓ 等 
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5) 法令等による基準等 

生物・生態系に関する法令等については、表 9.3-23(1)及び(2)に示すとおりである。 

表 9.3-23(1) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

文化財保護法 

（昭和 25年法律第 214号） 

（文化財の定義）  

第二条 

四  貝づか、古墳、都城跡、城跡、旧宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術

上価値の高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳その他の名勝地で我が国にとつて

芸術上又は観賞上価値の高いもの並びに動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）、

植物（自生地を含む。）及び地質鉱物（特異な自然の現象の生じている土地を含む。）

で我が国にとつて学術上価値の高いもの（以下「記念物」という。） 

（現状変更等の制限及び原状回復の命令）  

第百二十五条   史跡名勝天然記念物に関しその現状を変更し、又はその保存に影響を

及ぼす行為をしようとするときは、文化庁長官の許可を受けなければならない。ただ

し、現状変更については維持の措置又は非常災害のために必要な応急措置を執る場

合、保存に影響を及ぼす行為については影響の軽微である場合は、この限りでない。 

絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存に関する法

律 

（平成４年法律第 75号） 

（目的）  

第一条  この法律は、野生動植物が、生態系の重要な構成要素であるだけでなく、自然

環境の重要な一部として人類の豊かな生活に欠かすことのできないものであること

に鑑み、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存を図ることにより、生物の多様性

を確保するとともに、良好な自然環境を保全し、もって現在及び将来の国民の健康で

文化的な生活の確保に寄与することを目的とする。 

（責務）  

第二条  国は、野生動植物の種（亜種又は変種がある種にあっては、その亜種又は変

種とする。以下同じ。）が置かれている状況を常に把握し、絶滅のおそれのある野生

動植物の種の保存に関する科学的知見の充実を図るとともに、その種の保存のための

総合的な施策を策定し、及び実施するものとする。  

２  地方公共団体は、その区域内の自然的社会的諸条件に応じて、絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存のための施策を策定し、及び実施するよう努めるものとす

る。  

３  国民は、前二項の国及び地方公共団体が行う施策に協力する等絶滅のおそれのあ

る野生動植物の種の保存に寄与するように努めなければならない。 

（捕獲等の禁止）  

第九条  国内希少野生動植物種及び緊急指定種（以下この節及び第五十四条第二項に

おいて「国内希少野生動植物種等」という。）の生きている個体は、捕獲、採取、殺

傷又は損傷（以下「捕獲等」という。）をしてはならない。ただし、次に掲げる場合

は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等をする場合  

二  生計の維持のため特に必要があり、かつ、種の保存に支障を及ぼすおそれのない

場合として環境省令で定める場合  

三  人の生命又は身体の保護その他の環境省令で定めるやむを得ない事由がある場合  

鳥獣の保護及び管理並びに

狩猟の適正化に関する法律 

（平成 14年法律第 88号） 

（目的） 

第一条  この法律は、鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するとともに、猟具

の使用に係る危険を予防することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化を

図り、もって生物の多様性の確保（生態系の保護を含む。以下同じ。）、生活環境の保

全及び農林水産業の健全な発展に寄与することを通じて、自然環境の恵沢を享受でき

る国民生活の確保及び地域社会の健全な発展に資することを目的とする。 

（鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の禁止）  

第八条  鳥獣及び鳥類の卵は、捕獲等又は採取等（採取又は損傷をいう。以下同じ。）

をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る捕獲等又は採取等をするとき。  

二  第十一条第一項の規定により狩猟鳥獣の捕獲等をするとき。  

三  第十三条第一項の規定により同項に規定する鳥獣又は鳥類の卵の捕獲等又は

採取等をするとき。  
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表 9.3-23(2) 生物・生態系に関する法令等 

法令・条例等 責務等 

特定外来生物による生態系

等に係る被害の防止に関す

る法律 

（平成 16年法律第 78号） 

（目的） 

第一条  この法律は、特定外来生物の飼養、栽培、保管又は運搬（以下「飼養等」と

いう。）、輸入その他の取扱いを規制するとともに、国等による特定外来生物の防除

等の措置を講ずることにより、特定外来生物による生態系等に係る被害を防止し、

もって生物の多様性の確保、人の生命及び身体の保護並びに農林水産業の健全な発

展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に資することを目的とする。 

（飼養等の禁止）  

第四条  特定外来生物は、飼養等をしてはならない。ただし、次に掲げる場合は、こ

の限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る飼養等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る捕獲等その他主務省令で定めるやむを得ない事由

がある場合 

（放出等の禁止）  

第九条  飼養等、輸入又は譲渡し等に係る特定外来生物は、当該特定外来生物に係る

特定飼養等施設の外で放出、植栽又はは種（以下「放出等」という。）をしてはなら

ない。ただし、次に掲げる場合は、この限りでない。  

一  次条第一項の許可を受けてその許可に係る放出等をする場合  

二  次章の規定による防除に係る放出等をする場合 

 

6) 東京都等の計画等の状況 

生物・生態系に関する東京都等の計画等については、表 9.3-24に示すとおりである。 

表 9.3-24 生物・生態系に関する計画等 

関係計画等 目標・施策等 

第 11次鳥獣保護管理事業計画 

（平成 27年３月 東京都） 

・人と野生鳥獣との共生の確保及び生物多様性の保全を基本として、野生鳥獣を適切

に保護及び管理することにより、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する

法律（以下「法」という。）第４条第１項の目的を達成するため、国の定める「鳥

獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針」に基づき、東

京都の地域事情を勘案して、「第 11 次鳥獣保護管理事業計画」を定める。 

第一 計画の期間 

第二 鳥獣保護区、特別保護地区及び休猟区に関する事項 

第三 鳥獣の人工増殖に関する事項 

第四 鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可に関する事項 

第五 特定猟具使用禁止区域、特定猟具使用制限区域及び猟区に関する事項 

第六 特定計画に関する事項 

第七 鳥獣の生息状況の調査に関する事項 

第八 鳥獣保護管理事業の実施体制に関する事項 

第九 その他 

植栽時における在来種選定ガ

イドライン 

（平成 26年５月 東京都） 

・東京都は、緑の「量」の確保に加え、生態系への配慮など緑の「質」を高める施策

を進めており、その地域に自然に分布している植物（以下「在来種」という。）を

増やすことで、在来の生きものの生息場所を拡大する取組を行っている。本ガイド

ラインは、都民や事業者が緑化をする際に参考となるものとして作成されている。 
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9.3.2 予測 

(1) 予測事項 

予測事項は以下に示すとおりとした。 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

 

(2) 予測の対象時点 

予測の対象時点は、大会開催前及び大会開催後とした。 

 

(3) 予測地域 

予測地域は、計画地及びその周辺地域とした。 

 

(4) 予測手法 

予測手法は、東京 2020 大会の実施計画を基に、生物・生態系の変化の程度を把握して予測す

る方法とした。 

 

(5) 予測結果 

1) 陸上植物の植物相及び植物群落の変化の内容及びその程度 

事業の実施により、計画地内の常緑広葉樹、落葉広葉樹の植栽樹林群の一部が改変される。

また、現地調査の結果、計画地内では注目される種のマヤラン等が確認されており、この生育

地が改変される。 

事業の実施に当たっては、既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する緑化計画と

している。伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当た

っては、樹木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を

及ぼすおそれのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良

いものなど移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行う

こととする。また、歩道状空地の整備のうち、新植が必要となる主に北側から東側にかけての

植樹帯には、高木を主体とした緑量のある植栽とする計画としていることから、多様な植物相

及び植物群落が創出されると予測する。 

マヤラン等の注目される植物については、工事実施前に既往確認地点及びその周辺の生育状

況について追認調査を実施し、改変区域内での生育が確認された場合には可能な限り個体移植

を実施する。 

2) 陸上動物の動物相及び動物群集の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、樹林を主たる生息地とするコゲラ等の鳥類や、は虫類のニホンヤモリ、

コウチュウ目等の昆虫類やクモ類の生息地が改変される。現地調査の結果、計画地内では、ト

ビ、ハヤブサの注目される鳥類２種の上空飛翔が確認されているが、計画地内での採餌行動や

繁殖は確認されていない。 

事業の実施に当たっては、江東区みどりの条例における緑化基準を満たす緑地を確保する計

画としている。既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する緑化計画としているほか、

伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当たっては、樹

木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼすおそ
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れのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良いものなど

移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行うこととする。

また、歩道状空地の整備のうち、新植が必要となる主に北側から東側にかけての植樹帯には、

高木を主体とした緑量のある植栽とする計画としている。これにより、新たな生息地が創出さ

れ、確認された鳥類、は虫類、昆虫類等の動物相及び動物群集は維持されると予測する。 

3) 生育・生息環境の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の動植物の生育・生息環境となる植栽樹林、土壌が改変され、

一部の既存樹木が伐採される。このため、樹林環境に生育する植物と、移動性の低い動物相及

び動物群集（地上徘徊性の昆虫やクモ類等）の生息環境が変化するおそれがあると予測する。 

事業の実施に当たっては、江東区みどりの条例における緑化基準を満たす緑地を確保する計

画としている。既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する緑化計画としているほか、

伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当たっては、樹

木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼすおそ

れのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良いものなど

移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行うこととする。

また、歩道状空地の整備のうち、新植が必要となる主に北側から東側にかけての植樹帯には、

高木を主体とした緑量のある植栽とする計画としている。これにより、移動性の低い動物相及

び動物群集（地上徘徊性の昆虫やクモ類等）の多様な動植物の生育・生息環境が創出されると

予測する。 

4) 生態系の変化の内容及びその程度 

事業の実施に伴い、計画地内の植栽樹林、土壌が改変され、一部の既存樹木木本が伐採され

る。このため、生態系を構成する陸上植物、陸上動物が相互に係わる生育・生息環境が改変さ

れる。 

事業の実施に当たっては、江東区みどりの条例における緑化基準を満たす緑地を確保する計

画としている。既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する緑化計画としているほか、

伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当たっては、樹

木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼすおそ

れのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良いものなど

移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行うこととする。

また、歩道状空地の整備のうち、新植が必要となる主に北側から東側にかけての植樹帯には、

高木を主体とした緑量のある植栽とする計画としている。これにより、多様な生態系が創出さ

れると予測する。 
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9.3.3 ミティゲーション 

(1) 予測に反映した措置 

・江東区みどりの条例における緑化基準及び東京都再開発等促進区を定める地区計画の運用基

準に示された緑化基準を満たす緑地を確保する計画としている。 

・既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する計画としている。 

・伐採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当たっては、

樹木診断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼす

おそれのある外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良いも

のなど移植に適した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行うこ

ととする。 

・オープンな芝生広場を中心として、公園利用者の活動エリアは足元の抜けた高木疎林を基本

とする。 

・計画地外周部については、既存高木を最大限保存するよう配慮し、必要に応じて補植を行い

バッファー機能の向上を図るとともに、歩道状空地の整備のうち、主に北側から東側にかけ

ては新植により高木を主体とした緑量のある植栽とし、周辺との緑のネットワーク形成に配

慮する。 

・マヤラン等の注目される植物については、工事実施前に既往確認地点及びその周辺の生育状

況について追認調査を実施し、改変区域内での生育が確認された場合には可能な限り個体移

植を実施する。 
 

(2) 予測に反映しなかった措置 

・十分な植栽基盤（土壌）の必要な厚みを確保する。 

・移植後は、樹木養生を実施するほか、適宜散水や施肥を実施する計画としている。 

・移植の実施状況については、フォローアップで確認する。 
 

9.3.4 評価 

(1) 評価の指標 

評価の指標は、生物・生態系の現況とした。 
 

(2) 評価の結果 

事業の実施に伴い、計画地内の動植物の生育・生息環境となる植栽樹林、土壌が改変され、一

部の既存樹木が伐採される。 

事業の実施に当たっては、江東区みどりの条例における緑化基準を満たす緑地を確保する計画

としている。既存の大径木・樹林地に配慮し、極力樹木を保存する緑化計画としているほか、伐

採エリア内の大径木については、優先順位を付けて移植を検討する。検討に当たっては、樹木診

断等を行い、生育不良木や枯死木など健全度が高くないものや、植生に影響を及ぼすおそれのあ

る外来種を中心に伐採することとし、ケヤキやクスノキ等の樹勢や樹形の良いものなど移植に適

した樹木を選定した上で、樹木の生育環境として適切な密度で移植を行うこととする。また、歩

道状空地の整備のうち、新植が必要となる主に北側から東側にかけての植樹帯には、高木を主体

とした緑量のある植栽とする計画としている。これにより、多様な動植物の生育・生息環境が創

出され、周辺地域も含めた動植物の生育・生息環境は多様になるものと考える。 

また、事業の実施に当たっては、マヤラン等の注目される植物については、工事実施前に既往

確認地点及びその周辺の生育状況について追認調査を実施し、改変区域内での生育が確認された

場合には可能な限り個体移植を実施する。 

以上のことから、計画地における生物の生育・生息環境は新たに創出され、計画地周辺も含め

た地域としての生物・生態系の評価の指標は満足するものと考える。 
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